
F1品種および親系統 DNA提供

人材の派遣，共通技術の修得

実用化研究【民間種苗会社】
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課題：育種技術の改良，採種法
の確立

大学
総括，理論研究＆モデル実証
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DNAマーカーの提供，解析
SSRマーカーの実用化

県試験場
メロン，ネギ
DNAマーカーの提供，解析
課題：トレーサビィティへのSSR
マーカの実用化

野菜種苗育成における問題点
他殖性が多いため完全な純系が望めない
F1種苗が多く純度検定が不可欠
栽培体系の変化による種苗高品質化の要望の高まり
企業育種主導であり統一した品種判別手法が未達成
DNAマーカー開発・利用法開発研究（国）と現場での
利用（民間，県）とのギャップ

背景
知的財産戦略
改正種苗法
育成者権侵害の事例
植物のDNA品種識別についての基
本的留意事項（技術開発と利用の
ガイドライン）→他殖性野菜につ
いて検討の余地残す

情報に基づく品種育成基
盤の確立
採種技術開発研究

DNAマーカー
ファシリティの提供
マーカー利用技術の開発
野菜育種の基本情報の確立

解析理論の構築
問題点の整理

情報に基づく品種育成基盤整備
トレーサビィリティを付与した品種

他殖性野菜品種における
DNAマーカーを利用した品種判別・純度検定法の確立
育成者権を保護できる育種技術の改良・提案
高品質種子生産採種技術の確立

解析情報
DNAマーカーの提供
共同研究者への公開

F1品種および親系統 DNA提供

人材の派遣，共通技術の修得

解析情報
DNAマーカーの提供
共同研究者への公開

情報集約：共通モデル構築

情報，理論のフィード
バック

他殖性野菜種苗高品質化を目指した品種判別法と純
度検定法の開発


